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●
平
成
　
年
度
一
般
会
計

24

　
平
成
　
年
度
新
冠
町
一
般
会
計
は
、
既

24

定
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
2
億
7
3
4
1

万
6
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
　
億
3
6

52

2
1
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

《歳
出
補
正
の
主
な
も
の
》

定
住
・
移
住
促
進
団
地
工
事
請
負
費
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 1
億
2
8
2
5
万
円

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
   2
0
0
万
円

節
婦
共
同
墓
地
取
付
道
路
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 1
1
6
万
円

新
冠
温
泉
ボ
イ
ラ
ー
入
替
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 1
4
9
1
万
円

東
町
第
2
避
難
路
設
置
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 2
3
7
6
万
円

レ
・
コ
ー
ド
館
屋
根
防
水
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 3
5
4
6
万
円

　

開
町
１
３
０
年
・
町
制
施
行
　５０

　

年
記
念
事
業
の
実
施
結
果

　
新
冠
町
開
町
１
３
０
年

・
町
制
施
行
　５０

年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
っ
た
平
成
　
年
２３

度
は
、
未
開
の
地
に
開
拓
の
鍬
を
入
れ
、

今
日
の
新
冠
町
の
礎
を
築
い
た
先
人
の
ご

苦
労
と
偉
業
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
想
い
　
未
来

へ

つ
な
げ
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
頂

き
、
各
種
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
５
月
　

日
に
開
催
さ
れ
た

「
青
少
年

２８

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
記
念
植
樹

・
野
球
教
室
」

を
皮
切
り
に
、
９
月
１
日
に
は
多
く
の
来

賓
や
町
民
の
皆
様
に
も
ご
参
加
を
頂
き
、

記
念
式
典
を
盛
大
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
新
冠
町
鳥
瞰
図
、
ふ
る
さ
と

カ
ル
タ
、
判
官
館
の
植
物
の
D
V
D
等
の

製
作
や
、
協
賛
事
業
と
し
て
実
施
を
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
て
、
平
成
　
年
２４

３
月
末
ま
で
に
　
事
業
を
全
て
計
画
ど
お

２４

り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
冠
町
開
町
１
３

０
年
・町
制
施
行
　
年
記
念
事
業
は
、
事
業

５０

を
実
施
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

町
民
同
士
の
絆
を
強
め
、
力
を
合
わ
せ
町

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
、
次
の
世
代
に
素

晴
ら
し
い
新
冠
を
引
き
継
ご
う
と
い
う
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
と
考
え
て
き
ま
し

た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
数
々
の
記
念
事
業

を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
新
冠
に
関
す
る
新
た

な
発
見
や
新
冠
町
で
暮
ら
す
幸
せ
、
新
冠

町
民
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
と
す
る
な
ら
、
事
業
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
精
力
的
に

検
討
を
し
て
い
た
だ
い
た
新
冠
町
開
町
１

３
０
年

・
町
制
施
行
　
年
記
念
事
業
実
行

５０

委
員
会
委
員
の
皆
様
、
新
冠
町
議
会
議
員

の
皆
様
、
更
に
お
忙
し
い
中
、
数
々
の
記

念
事
業
に
ご
参
加
を
頂
い
た
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

な
が
ら
、
全
て
の
記
念
事
業
を
無
事
終
了

で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
、
新
冠
町
開
町
１
３
０
年
・町
制
施

行
　
年
記
念
事
業
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

５０

議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会
第2回 定例第2回　定例会会

6月12日に招集された第2回定例町議会は、同日、全日程を終えて閉会しました。同日、全日程を終えて閉会しました。

今定例会では、小竹町長、辻本教育長の行政報報告のほか、平成24年度の補正予算案等が審議告のほか、平成24年度の補正予算案等が審議ささ

れました。その主な内容についてお知らせいたしますたします。。

補

正

予

補

正

予

算算

町

長

行

政

報

町

長

行

政

報

告告

▲青少年ファイターズ野球教室の様子
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平
成
　
年
度
新
冠
町
立
地
域

２３

　

保
育
所
の
閉
所

　
美
宇
及
び
朝
日
地
域
保
育
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
３
月
　
日
を
も
ち
ま
し
て

３１

閉
所
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
設
期
間
中
に
は
、
父
母
会
や
多
く
の

地
域
の
方
々
か
ら
保
育
所
周
辺
の
草
刈
り

や
早
朝
か
ら
の
除
雪
な
ど
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
運
動
会
や
発
表
会
な
ど

で
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
運
営
で
き
ま

し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
乳
幼
児
期
は
人
間

形
成
の
基
礎
力
が
養
わ
れ
る
極
め
て
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
基
礎
・基
本
的
な
生
活
習

慣
の
習
得
や
各
年
齢
期
の
発
達
課
題
に
即

し
た
学
習
課
題
解
決
を
図
り
、
一
人
一
人

の
能
力
と
体
力
に
応
じ
た
愛
情
を
根
底
と

し
た
質
の
高
い
保
育
の
提
供
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
同
水
準
の
保
育
と
、

教
育
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
を
平
等
、

公
平
に
享
受
で
き
、
意
図
的
な
働
き
に
よ

り
望
ま
し
い
方
向
へ
と
子
ど
も
達
を
導
く
、

認
定
こ
ど
も
園
に
て
就
学
前
幼
児
を
受
け

入
れ
、
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
は
も
と

よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
力
の
向
上
と
、

そ
の
た
め
の
親
支
援
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
子
育
て
不
安
を

抱
え
る
保
護
者
の
支
援
や
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
美
宇
及
び
朝
日
地
域
保
育
所
の

在
所
児
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
員
が
認
定

こ
ど
も
園
へ
通
園
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
新
冠
町
和
牛
セ
ン
タ
ー
の
現
状

　
昨
年
度
か
ら
町
有
元
神
部
牧
野
内
に
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
、
和
牛
セ

ン
タ
ー
が
４
月
　
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

１１

た
の
で
、
施
設
の
概
要
と
現
在
の
運
営
状

況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
黒
毛
和
種
母
牛
の
血
統

能
力
の
一
つ
の
指
標
で
あ
る
、
育
種
価
を

同
一
環
境
で
飼
養
す
る
こ
と
で
正
確
に
把

握
し
、
町
内
繁
殖
牛
の
改
良
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
北
海
道
が
事
業
主
体
で
行
う
「
元

神
部
地
区
道
営
草
地
整
備
事
業
」
に
よ
り

整
備
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
建
物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
、
高
さ
４

メ
ー
ト
ル
、
幅
　
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
　

１６

６５

メ
ー
ト
ル
、
床
面
積
１
１
７
１
・
０
３
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
最
大
で
　
マ
ス
、　

頭
収

３８

７６

容
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
効
率
的

な
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
マ
ス
毎
に
自

動
給
餌
機
を
備
え
、
給
水
用
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ッ
プ
は
、
常
時
水
温
を
　
度
に
保

２０

つ
な
ど
最
新
の
設
備
や
道
産
カ
ラ
マ
ツ
材

を
内
部
材
と
し
て
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
さ

ら
に
複
数
台
の
送
風
機
を
設
置
し
暑
さ
対

策
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
衛
生
面
や
肥
育

時
の
牛

へ
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
外
的
影
響

の
軽
減
を
図
る
数
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
建
設
事
業
費
は
牛
舎
、
堆
肥
舎
合
わ
せ

て
１
億
２
１
８
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
既
に
７
戸
の
生
産
者
か
ら
８
頭
の
預
託

を
受
け
、
肥
育
も
順
調
に
進
み
、
最
初
の

預
託
牛
の
出
荷
は
、
平
成
　
年
２
月
頃
を

２６

予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
の
黒
毛
和
種
生
産
者
は
　４１

戸
、
繁
殖
雌
牛
は
約
１
６
０
０
頭
が
飼
養

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
大
半
が
肥
育

素
牛
と
し
て
概
ね
　
か
月
齢
で
出
荷
す
る

１０

生
産
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
し
た
牛

の
育
種
価
が
生
産
者
に
還
元
さ
れ
に
く
い

状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
の
取
組
み
に
よ
り
、

そ
の
状
況
が
改
善
さ
れ
、
繁
殖
雌
牛
の
改

良
促
進
、
併
せ
て
育
種
価
を
表
示
し
て
の

販
売
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、
有
利
な
販

売
が
見
込
ま
れ
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
産
者
、
町
農
協
、
農
業
共
済

組
合
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
あ
い
、

生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
負
託
に
応
え
る

た
め
の
施
設
運
営
を
行
い
、
優
良
な
繁
殖

雌
牛
づ
く
り
と
改
良
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
推
進

　
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
今
年
度

の
学
級
編
制
見
込
み
に
つ
い
て
報
告
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
４
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
新
冠
小
学
校
４
学
年
に
２
名
の
転
入

児
童
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
学
級
増
と

な
り
、
担
任
教
員
も
１
名
増
と
な
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
教
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

新
冠
小
学
校
に
２
名
の
新
卒
教
員
が
配
置

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
指
導
教
員
１
名
の
加

配
が
あ
り
、
前
年
度
よ
り
２
名
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
教
育
行
政
執
行
方
針
に
基
づ
く
各

学
校
の
取
組
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
で
４
年
目
の

「
い
き
い
き
ふ
る

教
育
長
行
政
報

教
育
長
行
政
報
告告

▲新冠町和牛センターの全景
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さ
と
教
育
」
で
は
、
学
校
と
家
庭

・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
学
Ⅰ
と
い
う
ণ
点
か
ら
、

各
学
校
が
特
૗
を
も
っ
て
学
校
経
営
の
充

実

・
工
ຳ
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

「
一
日
参
観
日
」
と

「
一
日
音
楽
の
日
」

の
定
着
を
図
る
こ
と
を
中
核
と
し
て
、
地

域
の
方
々
に
も
自
由
に
児
童
の
活
動
を
参

観
し
て
頂
く
よ
う
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
朝
日
小
学
校
で
は
、
朝
日
の
森
を
活
用

し
た
体
験
学
習
の
推
進
や
学
校
行
事
の
充

実
を
図
り
、
保
護
者
や
地
域
と
と
も
に
教

育
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
　
新
冠
中
学
校
で
は
、　

年
振
り
と
な
る

１８

学
校
を
開
い
た

「
公
開
授
業
研
究
会
」
を

開
催
し
、
教
師
の
授
業
力
向
上
を
図
る
ほ

か
、
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々

に
も
自
由
に
参
観
し
て
い
た
だ
く

「
地
域

参
観
日
」
を
設
け
、
よ
り
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に

「
確
か
な
学
力
の
育
成
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
今
年
度
の
全
国
学
力
調
査
が
、

４
月
　
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、

１７

町
内
の
学
校
は
、
抽
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
継
続
し
た
調
査
に
よ
り
、
問
題
点

を
分
析
し
活
用
す
る
た
め
、
希
望
利
用
し

ま
し
た
。

　
次
に

「
豊
か
な
心
身
の
育
成
に
つ
い
て
」

で
あ
り
ま
す
が
、
体
育
祭
、
運
動
会
の
実

施
に
つ
い
て
、
新
冠
中
学
校
は
、
６
月
２

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
曜
日
開
催
が
定

着
し
、
多
く
の
保
護
者
や
、
地
域
住
民
、
そ

し
て
小
学
校
の
先
生
方
の
声
援
を
受
け
、

大
会
記
録
も
２
種
目
で
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
日
小
学
校
は
６
月
９
日
に
、
３
年
連

続
と
な
る
土
曜
日
開
催
と
し
て
行
わ
れ
、

元
気
に
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
冠
小
学
校
は
６
月
　
日
に
開

１７

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
３
つ
目
は
、
「
学
校
経
営
の
充
実
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
の
取
組
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な

指
導
を
行
う
た
め
、
小
学
校
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
２
名
を
配
置
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
か
ら
、
新
冠
中
学
校
に
１
名
、

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
に
２
名
を
新

た
に
配
置
し
、
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の
傾

向
の
あ
る
子
ど
も
の
指
導
を
、
よ
り
充
実

す
る
た
め
の
援
助
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の

　

教
育
・
保
育

　
２
年
目
を
迎
え
た
ド
・
レ
・
ミ
で
は
、

地
域
に
開
か
れ
た
園
の
昨
年
度
の
成
果
や
、

地
域
保
育
所
に
関
わ
る
規
模
の
拡
大
を
踏

ま
え
、
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た

教
育

・
保
育
活
動
」
の
推
進
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
末
を
も
っ
て
閉
所
と
な
っ
た
地

域
保
育
所
か
ら
の
通
園
児
　
名
を
含
め
、

１１

昨
年
度
当
初
よ
り
　
名
多
い
１
４
８
名
で

２２

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
保
育
士
を
増

員
す
る
ほ
か
、
新
た
に
看
護
師
や
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
４
名

の
職
員
増
を
図
り
規
模
の
拡
大
に
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
保
育
所
の
閉
所
に
よ
る
遠

距
離
通
園
児
の
送
迎
の
た
め
、
通
園
バ
ス

を
１
台
増
便
し
運
行
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
間
、
体
調
を
崩
す
園
児
も
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
体
験
学
習
と
し
て
の
農
園

活
動
に
つ
い
て
、
学
校
支
援
地
域
本
部
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
園

庭
内
に
農
園
を
造
り
、
体
験
活
動
を
実
践

し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
協
働
体
制
づ
く
り
と
専
門
的
な
指

導
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
度
か

ら
、
校
長
会
を
交
え
た
定
期
的
な
ド
・
レ
・

ミ
会
議
に
お
い
て
、
幼

・
小

・
中
の
連
携

に
つ
い
て
協
議
し
、
相
互
の
訪
問
交
流
や

授
業
参
観
な
ど
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
、
「
小
学
校
と
の
連
携
強
化

を
図
る
」
こ
と
を
園
の
研
究
課
題
と
し
て

設
定
し
、
児
童
生
徒
と
の
交
流
に
加
え
、

教
職
員
と
の
交
流

・
研
修
を
実
践
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進

　
１
点
目
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
の
取
組
で
あ

り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
レ
・
コ
ー
ド
館
有
料
コ
ー
ス

の
入
館
料
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
５

▲6月17日、新冠小学校運動会の様子

▲5月10日、農園造りの様子
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月
ま
で
の
有
料
入
館
者
は
、
昨
年
度
よ
り

約
1
0
0
名
程
多
く
推
移
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
本
年
で
６
回
目
と
な
り
開
設
　
年
１５

目
と
な
る
レ
・
コ
ー
ド
館
誕
生
記
念
事
業

を
６
月
９
日
に
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

本
年
は
、　

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

１５

石
川
県
金
沢
蓄
音
機
館
館
長
、
札
幌
市
白

い
恋
人
パ
ー
ク
蓄
音
機
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
２
名
を
招
聘
し
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
ま
た
、
レ
・
コ
ー
ド
館

有
料
見
学
コ
ー
ス
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
レ
・

コ
ー
ド
ホ
ー
ル
を
１
日
無
料
開
放
す
る
と

と
も
に
、
今
年
も
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
瀧

本
志
保
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
、
レ
・
コ
ー
ド
館
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
披
露
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
夜
の
部
で
は
、
自
主
企
画
主
催
の
「
五
十

嵐
浩
晃
」
コ
ン
サ
ー
ト
、
あ
る
い
は
、
道

の
駅
ゾ
ー
ン
特
別
企
画
等
の
催
し
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
点
目
は
、
青
少
年
の
取
組
で
あ
り
ま

す
。
　
本
年
で
５
年
目
と
な
り
ま
す
放
課
後
子

ど
も
教
室
は
現
在
の
登
録
人
数
が
、
新
冠

１
３
５
名
、
朝
日
が
　
名
と
昨
年
度
よ
り

５２

増
え
、
一
層
、
子
ど
も
の
居
場
所
と
の
意

味
あ
い
を
強
め
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
３
点
目
は
体
育
事
業
の
取
組
で
あ
り
ま

す
が
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
は
、
６
月
　
日
か
ら
実
施
し
、

１８

各
自
治
会
に
お
い
て
夏
休
み
中
に
実
施
さ

れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
と
連
動
し
た
形
で
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
取
組
と
し
て
レ
・

コ
ー
ド
パ
ー
ク
、
本
町
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
前
で
の
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
８
日
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
協

力
の
も
と
、
草
刈
り
、
清
掃
活
動
等
を
実

施
し
た
後
、
町
民
憩
い
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
N
I
・

S
P
O

（
に
い
か
っ
ぷ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

で
は
、
児
童
を
対
象
と
し
た
野
球
教
室
、

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
新
冠

小
学
校
、
朝
日
小
学
校
の
児
童
約
　
名
が
、

５０

集
団
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
児
童
間
交
流

が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
４
点
目
は
、
郷
土
資
料
館
の
取
組
で
あ

り
ま
す
。

　
５
月
　
日
の
部
分
日
食
の
観
察
の
た
め

２１

資
料
館
前
に
お
い
て
　
名
も
の
親
子
、
児

５０

童
が
自
主
的
に
集
い
、
観
察
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
探
検
環
境
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て

５
月
末

「
学
習
田
植
え
体
験
」
を
美
宇
、

鎌
田
さ
ん
の
水
田
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。

　
５
点
目
は
、
図
書
プ
ラ
ザ
の
取
組
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
　
日
か
ら
５
月
　
日
ま
で
の
子
ど

２３

１２

も
の
読
書
週
間
に
お
き
ま
し
て
、
町
内

サ
ー
ク
ル
「
む
ぎ
の
め
」
が
作
成
し
た
「
布

の
絵
本
展
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
布
に
よ
る
絵
本
は
、
絵
本
の
楽
し
さ
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
来
館

す
る
多
く
の
人
の
興
味
関
心
を
引
い
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
図
書
プ
ラ
ザ
に
蔵
書
し
て
い
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
図
書
を
活
用
し
、
「
こ
ど
も
映
画

上
映
会
」、
子
ど
も
の
日
を
題
材
と
し
た

「
工
作
教
室
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
社
会
教
育
委
員
に
つ
い
て
、

本
年
度
、
委
嘱
期
間
満
了
に
よ
り
、
新
た

に
　
名
を
委
嘱
し
、
委
員
長
と
し
て
高
江

１２
在
住
の
高
畑
信
子
氏
が
再
任
さ
れ
て
活
動

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
全
般
に
わ
た
っ
て
報
告
し
ま
し

た
が
、
各
分
野
に
お
け
る
教
育
活
動
の
展

開
に
お
い
て
は
、
今
後
も
昨
年
度
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
改
善
に
生
か
す
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
新
冠
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
新
冠
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

●
新
冠
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
地
方
財
政
の
充
実

・
強
化
を
求
め
る
意

　
見
書
　

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

・
負

　
担
率
2
分
の
1
へ
の
復
元
、
「　
人
以
下

３０

　
学
級
」
の
実
現
を
め
ざ
す
教
職
員
定
数

　
改
善
、
就
学
保
障
充
実
な
ど
２
０
１
３

　
年
度
国
家
予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予

　
算
確
保

・
拡
充
に
向
け
た
意
見
書

●
北
海
道
地
域
最
低
賃
金
の
大
幅
な
改
善

　
を
求
め
る
意
見
書
　

●
道
教
委

「新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る

　
指
針
』
の
見
直
し
と
地
域
や
子
ど
も
の

　
実
態
に
応
じ
た
高
校
づ
く
り
の
実
現
を

　
求
め
る
意
見
書

　
以
上
の
意
見
書
案
の
採
択
、
原
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

条条

例例

意

見

意

見

書書

▲6月15日、ＮＩ・ＳＰＯ野球教室の様子
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こ
の
た
び
、
�
田
貢
さ
ん
が
旭
日
双
光

章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
�
田
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
　
歳
の
若

33

31

さ
で
新
冠
漁
協
の
監
事
に
就
任
。
以
降
昭

和
　
年
に
は
新
冠
漁
協
理
事
。
昭
和
　
年

39

59

か
ら
平
成
　
年
ま
で
は
新
冠
漁
協
組
合
長
。

17

漁
協
が
合
併
し
た
平
成
　
年
か
ら
現
在
ま

17

で
、
ひ
だ
か
漁
協
副
組
合
長
を
歴
任
。

　
こ
の
間
、
組
合
経
営
安
定
の
基
礎
を
つ

く
る
な
ど
、

新
冠
町
の
水

産
振
興
に
多

大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
こ
れ

ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、

叙
勲
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

水
産
業
振
興
功
労

�
田
さ
ん
に
旭
日
双
光
章

　
6
月
8
日
、
昨
年
よ
り
　
日
12

早
く
、
新
冠
町
農
業
協
同
組
合

ピ
ー
マ
ン
選
果
場
が
稼
働
し
、

本
格
的
に
ピ
ー
マ
ン
の
シ
ー

ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
ピ
ー
マ
ン
栽
培
農

家
は
　
戸
で
、
作
付
面
積
は

41

　
・
2
亊
。
出
荷
目
標
数
量
1

153
0
0
ト
ン
、
販
売
目
標
額
は

３
億
8
0
0
0
万
円
と
、
7
年

連
続
で
販
売
額
３
億
円
突
破

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。　

　
5
月
　
日
、
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ

31

競
馬
で
、
新
冠
町
議
会
議
員
で

構
成
さ
れ
て
い
る
、
新
冠
軽
種

馬
議
連
組
合
所
有
の

「
ニ
イ

カ
ッ
プ
ク
イ
ー
ン
号
」
が
、
門

別
競
馬
場
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ

Ａ
認
定
レ
ー
ス
に
初
出
走
し
、

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
ス
タ
ー
ト
直
後

か
ら
先
頭
に
た
っ
た
同
馬
が
、

2
着
に
9
馬
身
半
差
を
つ
け

る
圧
勝
で
し
た
。

ニ
イ
カ
ッ
プ
ク
イ
ー
ン
号
   新
馬
戦
圧
勝

選
果
場
オ
ー
プ
ン
　
売
上
目
標
3
億
8
0
0
0
万
円

祝
　
周
年
  新
冠
の
シ
ン
ボ
ル

15
レ
・
コ
ー
ド
館
誕
生
祭
開
催

　
平
成
９
年
６
月
８
日
、
こ
の
日
は
新
冠
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
レ
・
コ
ー
ド
館
が
誕
生
し
た
日
で
す
。

　
こ
の
日
を
記
念
し
て
、
６
月
9
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
誕
生

記
念
日
イ
ベ
ン
ト
が
レ
・
コ
ー
ド
館
と
道
の
駅
の
各
店
舗
、

農
協
ス
ト
ア
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
・
コ
ー
ド
館
で
は
、
有
料
コ
ー
ス
の
無
料
開
放
や
町
民

ホ
ー
ル
裏
側
ツ
ア
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
道
の
駅
や
農
協
ス
ト
ア
ー
で
は
商
品

の
割
引
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
来
場
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
夜
に
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
自
主
企
画
委
員
会
主
催
「
五

十
嵐
浩
晃
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
さ
ん
は
、
静
内
高
校
出
身
の
歌
手
で
、
昭
和
　
年
55

に
発
売
し
た

「
ペ
ガ
サ
ス
の
朝
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

題
あ れ こ れ
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こ
の
た
び
、
新
冠
町
国
民
健
康
保
険
診

療
所
に
勤
務
す
る
松
平
峰
雄
さ
ん
に
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
平
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
同
診
療
所

44

の
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
勤
務
し
て
以

来
、　

年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、

40

地
域
医
療
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
同
表
彰

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、

全
国
で
　
人
57

の
診
療
放
射

線
技
師
が
同

表
彰
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
、

北
海
道
で
は

唯
一
の
受
賞

と
な
り
ま
し

た
。

国
保
診
療
所
  松
平
さ
ん
に

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

話
ま ち の

比
宇
川
・
芽
呂
川
流
域

2
万
匹
の
ヤ
マ
メ
を
放
流

　
6
月
　
日
、
厚
別
川
支
流
の
比
宇
川
と
芽
呂
川
で
、
ヤ
マ

23

メ
の
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
、
地
域
の
住
民
な
ど
約
　
名
の

６０

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ヤ
マ
メ
の
放
流
は
、
比
宇
川
流
域
環
境
保
全
会

（
鎌

田
一
博
代
表
）
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
平
成
　
年
の
台
風

15

　
号
に
よ
り
激
減
し
た
ヤ
マ
メ
を
復
活
さ
せ
る
目
的
で
今

10年
で
5
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
少
し
肌
寒
い
気
温
で
し
た
が
、
子
ど
も
達
は

元
気
よ
く
約
2
万
匹
の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
の
放
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
稚
魚
を
放
流
し
た
後
は
、
比
宇
川
の
ゴ
ミ
拾
い
や
水
遊
び

を
し
た
ほ
か
、
参
加
者
全
員
で
、
焼
き
肉
を
し
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

地
域
の
消
防
団
活
動
に
協
力

町
内
3
事
業
所
が
認
定
さ
れ
る

　
6
月
4
日
、
役
場
会
議
室
で
、
日
高
中
部
消
防
組
合
に
よ

る
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
㈱

橋
本
商
店
、
栗
山
建
設
㈱
、
㈲
新
冠
塗
工
舎
の
3
事
業
所
に
、

認
定
証
と
表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
は
、
今
年
度
よ
り
始
ま
っ

た
制
度
で
、
消
防
団
と
事
業
所
の
協
力
体
制
を
促
進
し
、
地

域
の
消
防
・
防
災
力
の
充
実
強
化
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
従
業
員
が
消
防
団
に
、
複
数

（
2
名
以
上
）

入
団
し
て
い
る
こ
と
や
、
災
害
時
に
事
業
所
の
資
機
材
を
消

防
団
に
提
供
し
て
い
る
な
ど
、
消
防
活
動
に
理
解
と
協
力
が

あ
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
事
業
所
が
、
認

定
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。



●8

～受信障害解消対策実施中～

地上デジタル放送についての重要なお知らせ

　静内 （笹山）デジタル中継所エリアの一部では、

フェージング現象の影響で、地上デジタル放送を良

好に視聴できない、受信困難状態の混信現象が頻繁

に発生しております。

　これは、静内 （笹山）デジタル中継所からの電波

と、室蘭放送局からの電波を同時に受信することに

より発生する現象です。

　この受信障害を解消するために、静内 （笹山）デ

ジタル中継所のチャンネルを変更する作業を7月2

日より行っています。

　電波の異常伝搬による受信障害の原因となるもの

で、春から夏にかけて発生します。

　電波が伝搬する通路又は通路上の大気の媒質が気

象条件などにより変動することによって､受信電波

の強さが変化し､安定して放送波の受信ができなく

なる現象です。

　また､フェージングの一種として､気温や水蒸気の

量により、通常では届かない遠方へ電波が届くよう

になることをラジオダクトと呼び、このダクトによ

り運ばれた電波がテレビに混信して受信障害が発生

します。

混信の原因となるフェージング現象とは？

ＵＨＢ（北海道文化放送）ＨＴＢ（北海道テレビ放送）ＳＴＶ （札幌テレビ放送）放送局

865リモコン番号

33（旧）⇒37（新）20（旧）⇒39（新）31（旧）⇒35（新）変更チャンネル

静内 （笹山）中継局の地上デジタル放送をご覧の皆さんへ

　受信障害を解消するために、ＳＴＶ、ＨＴＢ、ＵＨＢの3つのチャンネルを変更します。

　チャンネル変更の方法は、３つのチャンネルについて新・旧チャンネルの電波を同時に放送し、受信機が自

動で旧チャンネルから新チャンネルへ切り替わるよう、放送の電波に信号を加えて作業を実施していきます。

■新チャンネル　7月2日から （放送開始）　　　■旧チャンネル　8月23日まで （放送終了）

　なお、ほとんどの受信機は自動で切り替わりますが、上記3つのチャンネルの映りが悪くなった場合は、ご

自身で 「チャンネル再設定」をお願いいたします。

　　※上記3つのチャンネル以外は、変更ありません。また、札幌局と室蘭局の受信者も変更ありません。

　　※リモコン番号はそのままです。詳しくは6月下旬に配布済みのチラシをご覧ください。

テレビの映りが悪いのは混信が原因 ！

≪お問い合わせ窓口≫

「チャンネル変更コールセンター」

電話　0120・922・303
ＩＰ電話などで上記番号につながらない場合は、03・4321・0770まで
受付時間　：　平日9：00～21：00　　　土日祝9：00～18：00
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　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成24年7月31日をもって満

了となるため、8月以降は使用できなくなります。

　7月下旬に新しい減額認定証を郵送いたしますので、8月1日から新し

いものをご使用ください。

　※下記の交付対象に該当する方で、減額認定証をお持ちでない方は役

　場保健福祉課へ申請してください。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　減額認定証、医療費通知の発行について　～

算　減額認定証 （限度額適用・標準負担額減額認定証）が新しくなります

問 い合 わ せ先

　　新冠町役場

　　保健福祉課　保健福祉グループ

　　緯0146・47・2113（直通）

　北海道後期高齢者医療広域連合

　  〒060-0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館6階

　緯011・290・5601

減額認定証の交付対象となるのは、次の区分英または区分衛に該当する方です

・ 世帯全員が住民税非課税である方区分衛

・ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいず
　 れかに該当する方

区分英 ・ 世帯全員の所得が0円の方
   （公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・ 老齢福祉年金を受給されている方

　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または役場保健福祉

課保健福祉グループへご連絡ください （電話でのご連絡だけで手続きできます）。

算　医療費通知の発行を希望される方へ

　北海道後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただ

くために、皆様の医療費を半年ごとにまとめ、発行をご希望の方を対象に医療費通知を送付してい

ます。次回の発行は、9月(平成24年1月～6月の医療費を対象)に行います。

◆　すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方につきましては、継続して発行しますの

　　で、再度のご連絡は必要ありません。

◆　この通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。

◆　受診年月、診療を受けた医療機関名、診療区分、日数、医療費の総額 （１０割の金額）を記

　　載しています。

※　この通知を確定申告などの 「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

◆新たに発行をご希望の方はご連絡ください
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老
齢
基
礎
年
金
と

　
　
　
 老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て

角
老
齢
基
礎
年
金
角

　
老
齢
基
礎
年
金
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
保
険
料
を
免
除

・
納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
、

合
算
対
象
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
原
則
　２５

年
間

（
３
０
０
か
月
）
以
上
あ
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
年
金
は
　
歳
か
ら
支
給
さ
れ
、
年
金
額
は

６５

　
年
間
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た
方
は
満

４０額
と
な
る
７
８
６
、
５
０
０
円

（
平
成
　
年
２４

度
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
 老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
満
た
し
て
い

な
い
方
、
年
金
受
給
額
を
増
や
し
た
い
方
に

は
国
民
年
金
任
意
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
！

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
は
満
　
歳
ま

６０

で
で
す
が
、　

歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に
任

６０

意
加
入
し
て
年
金
受
給
権
を
満
た
し
た
り
、

年
金
受
給
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
加
入
で
き
る
期
間
は
年
金
受
給
権
が
あ
る

方
は
　
歳
ま
で
、
年
金
受
給
権
が
な
い
方
は

６５

　
歳
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
手
続
き
は
町
民

７０生
活
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
行
え
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
資
格
期
間
で
あ
る
納
付

等
年
数
の
　
年

（
３
０
０
か
月
）
に
１
か
月

２５

で
も
足
り
な
い
時
は
、
全
く
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
で
自
分
の

納
付
状
況
等
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
国

民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

角
老
齢
厚
生
年
金
角

　
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
あ
っ
て
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資
格

期
間
を
満
た
し
た
方
が
、　

歳
に
な
っ
た
と

６５

き
に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
老
齢

厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
当
分
の
間
は
、　

歳
以
上
で
、

６０

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

②
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
１
年
以
上

あ
る
こ
と
に
よ
り
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

る
方
。

に
は
　
歳
に
な
る
ま
で
、
特
別
支
給
の
老
齢

６５

厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
 特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
額
は
、
報

酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分
を
合
わ
せ
た
額
と

な
り
ま
す
が
、
昭
和
　
年

（女
性
は
昭
和
　

１６

２１

年
）
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
定

額
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
昭
和
　
年

（女
性
は
昭
和
　
年
）
4

２４

２９

月
２
日
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
報
酬
比
例
部

分
の
み
の
額
と
な
り
ま
す
。

角
ス
ズ
メ
蜂
に
ご
注
意
角

　
ま
も
な
く
、
ス
ズ
メ
蜂
の
活
動
が
活
性
化

す
る
８
月
か
ら
　
月
を
迎
え
ま
す
。

１０

　
ス
ズ
メ
蜂
は
種
類
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

営
巣
箇
所
が
異
な
り
ま
す
が
、
木
の
枝
、
建

物
の
軒
下
、
外
壁
等
の
遮
へ
い
空
間
又
は
土

中
営
巣
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
巣

の
形
状
は
、
ね
ず
み
色
の
和
紙
状
、
茶
色
や

淡
い
色
の
貝
殻
模
様
の
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
。

　
刺
さ
れ
た
場
合
、
重
い
症
状
で
は
呼
吸
困

難
・意
識
障
害
等
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
手
当

が
遅
れ
る
と
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
新
冠
町
で
は
ス
ズ
メ
蜂
の
撤
去
費
用
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
蜂
の
巣
を
発
見

し
た
場
合
は
、
自
分
で
撤
去
せ
ず
に
役
場
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
か
ら
専
門
の
業

者
へ
連
絡
し
撤
去
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
撤
去
費
用
は
巣
１
個
に
つ
き
１
万
円

（
同

時
に
２
個
以
上
撤
去
し
た
場
合
は
、
２
個
目

か
ら
は
５
千
円
）
が
依
頼
者
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
料
金
の
お
支
払
い
後
、
業
者
よ
り
渡

さ
れ
る
所
定
の
用
紙
で
役
場
に
補
助
申
請
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
撤
去
費
用
の
３
割

（
１
個

の
場
合
は
３
千
円
）
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

角
新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
角

　
町
で
管
理
し
て
い
る
新
冠
共
同
墓
地
に
つ

い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以
内

に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住
所

を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許
可

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
共
同
墓
地

（
字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
9
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

老齢基礎年金の計算方法

　788,900円×[保険料納付月数

　+（保険料全額免除月数×8分の4）

　+（保険料4分の1納付月数×8分の5）

　+（保険料半額納付月数×8分の6）

　+（保険料4分の3納付月数×8分の7）］

　÷加入可能年数×12

　ただし平成21年3月分までは、全額免除は

6分の2、4分の1納付は6分の3、半額納

付は6分の4、4分の3納付は6分の5にて、

それぞれ計算されます。
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
③

○は 
　
新
冠
銘
菓

　
新
冠
町
内
小
売
店
に
は
、馬
産
地
に
ち
な
ん

だ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
た
饅
頭
の

「
ば
ふ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」、
レ
コ
ー
ド
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
大
型
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
「
レ
・

コ
ー
ド
ク
ー
ヘ
ン
」、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
銀
座
に

ち
な
ん
だ
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
あ
る
。

　
道
の
駅
な
ど
で
売
ら
れ
、観
光
客
を
中
心
に

人
気
が
あ
る
。

　　　
馬
産
地
の

　
　
　
　
　
ば
ふ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
の
駅

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。



●12

中
毒
は
、
食
中
毒
菌
や
有
毒
物
質
の
つ

い
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
で
起
こ
り
、

主
な
症
状
と
し
て
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
腹
痛
、

下
痢
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
夏
は
温
度
と

湿
度
が
上
昇
す
る
た
め
、
食
中
毒
菌
が
増
殖
し

や
す
く
、
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
で
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
今
回
は
、
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
を
4

つ
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

①
食
品
の
購
入

　
生
鮮
食
品
は
、
衛
生
管
理
の
し
っ
か
り
し
た

店
で
、
新
鮮
な
も
の
を
、
買
い

物
の
最
後
に
購
入
し
ま
す
。　

　
表
示
の
あ
る
食
品
は
消
費
・

賞
味
期
限
を
忘
れ
ず
に
確
認

し
ま
す
。

②
食
品
の
保
存

　
食
品
は
購
入
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
冷
蔵
庫

や
冷
凍
庫

へ
入
れ
ま
す
。
冷
蔵
庫

へ
入
れ
る

分
量
は
庫
内
の
7
割
く
ら
い
に
し
、
詰
め
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
肉
や
魚
は
汁
が

漏
れ
て
、
他
の
食
品
に
つ
か
な
い
よ
う
に
小
分

け
し
て
保
存
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
調
理

　
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

（
　
℃
75

以
上
で
1
分
間
以
上
が
目
安
）
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
時
は
、
と

き
ど
き
か
き
混
ぜ
て
、
加
熱
む
ら
を
な
く
す
よ

う
に
し
ま
す
。

　
調
理
器
具
や
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
は
洗
剤
で
洗
い
、
熱
湯
や

漂
白
剤
で
消
毒
し
、
2
次
汚

染
を
防
ぎ
ま
す
。

④
食
事

　
温
か
い
料
理
は
温
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
料

理
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
す
ぐ
に
食
べ
な
い
時
は
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、

調
理
し
た
料
理
は
常
温
で
2
時
間
以
上
放
置

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
温
め
な
お
す
時
は
十
分
に
加
熱
し
、
み
そ
汁

や
ス
ー
プ
は
沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
し
ま
す
。

　
時
間
の
経
ち
す
ぎ
た
も
の
や
、
あ
や
し
い
と

思
っ
た
も
の
は
、
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

　
食
品
を
扱
う
各
場
面
で
は
、
石
け
ん
で
し
っ

か
り
手
を
洗
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
適
切
な
対
応
で
家
庭
で
の
食
中
毒
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

食

●
問
い
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せ
先
　
保
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福
祉
課
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健
福
祉
グ
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プ
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則
正
し
い
食
事
は
大
切
で
す
が
、
間
食

を
習
慣
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
時
は
、
１
日
１
回
、

決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た
量
だ
け
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
口
寂
し
い
か
ら
と
、
だ
ら
だ
ら
食
べ
て
し
ま

う
の
は
一
番
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
に
間
食
は
、
１
日
1
回
2
0
0
カ
ロ

リ
ー
以
下
、
で
き
れ
ば
1
0
0
カ
ロ
リ
ー
を
目

標
に
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
午
後
３
時
頃
の
お
や
つ
の
時
間
か

ら
、
午
後
６
時
頃
の
夕
食
の
時
間
ま
で
に
消
費

す
る
カ
ロ
リ
ー
に
相
当
す
る
こ
と
が
関
係
し
て

い
ま
す
。

　
間
食
の
選
び
方
と
し
て
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
、

無
糖
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
と
い
っ
た
、
適
度
な

脂
肪
を
含
む
も
の
を
食
べ
る
と
、
空
腹
感
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
は
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
中
に
必
要
な
栄
養
素
と
な
り
、
健
康
的
な
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
果
物
に
は
食
物
繊
維
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
果
物
の
糖
分
は
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
る
の
で
、
お
腹
が
空
い
て
集
中
力
が
低
下

し
て
い
る
と
き
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　
し
か
し
、
果
糖
は
と
り
過
ぎ
る
と
体
脂
肪
に

な
る
の
で
、
食
べ
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
洋
菓
子
は
小
麦
粉
や
砂
糖
、
そ
れ
に
卵
、
バ

タ
ー
や
生
ク
リ
ー
ム
類
の
高
カ
ロ
リ
ー
の
物
で

作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
な
り

ま
す
。

　
そ
の
点
、
和
菓
子
は
１
つ
食
べ
て
も
1
0
0

カ
ロ
リ
ー
と
い
う
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
和
菓
子
で
も
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
も

の
も
あ
り
、

洋
菓
子
で
も

ゼ
リ
ー
の
よ

う
に
比
較
的

カ
ロ
リ
ー
が

低
い
も
の
も

あ
る
の
で
、

カ
ロ
リ
ー
表

示
を
参
考
に

し
、
食

べ
る

物
を
上
手
に

選
ん
で
食

べ

る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
！

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

少
糖
多
果

　
～
間
食
の
選
び
方
に
つ
い
て
～

規

介護ワンポイント アドバイ介護ワンポイント　アドバイスス　○○121266 

　●保健福祉課保健福祉グルー●保健福祉課保健福祉グループプ

  　　緯緯0146・47・2113（直通0146・47・2113（直通））

介護のことは、お気軽にご相談ください。介護のことは、お気軽にご相談ください。　

保健福祉グループ保健福祉グループ　高橋 昌嗣高橋 昌嗣

《家
の
中
に
い
れ
ば
安
心

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
》

　
「
転
倒
す
る
の
が
怖
い
の
で
、
な
る
べ
く
外

出
を
控
え
よ
う
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
の
方
の
事
故

は
、
屋
外
よ
り
も
む
し
ろ
家
庭
内
で
多
く
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

　
家
の
中
よ
り
も
外
の
方
が
安
全
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、

家
の
中
に
い
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
過
信
は
禁
物

で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
健
や
か
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
家
庭
内
に
ひ
そ
む
危

険
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

家
庭
内
に
ひ
そ
む
危
険
！

　
　
　
　
　
　
　
第
1
回
目

果物のカロリー

140ｋｃａｌりんご （中1個300ｇ）

90ｋｃａｌバナナ （中1本170ｇ）

50ｋｃａｌいちご （中10粒）

55ｋｃａｌキウイフルーツ （中1個120ｇ）

45ｋｃａｌみかん （中1個120ｇ）

70ｋｃａｌぶどう （巨峰）（10粒150ｇ）

120ｋｃａｌグレープフルーツ （中1個450ｇ）
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ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　　緯0146・42・8373

77777777777月月月月月月月月月月月
23日 （月）18日 （水）
30日 （月）25日 （水）

88888888888月月月月月月月月月月月
6日 （月）1日 （水）
13日 （月）8日 （水）

要
予
約

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
 町 へ
●特別養護老人ホーム「恵寿荘」に

役立ててと
☆齋藤　曻　　　　 （中古草払い機1台）
☆葛野　和夫　　　　　　 （古布1袋）
☆平山　たま子　　　　　 （古布1箱）
☆三澤　松栄　（小松菜3.5㎏、春菊4.5㎏）
☆北所　直人
　　　　　　（60型液晶テレビ1台、加湿機4台、
　　　　　　カラオケ1台、  エアーマット2台、
　　　　　　サクション吸引器1台）
☆芽呂女性部　　　　　　 （古布3箱）
☆ボランティアグループちょぼら   （カット布7袋）
☆赤石　三男　　　　   （紙オムツ3袋）
☆東出　智宏　　　 （古布段ボール2箱）
☆高橋　喜夫　　　　   （古タオル4袋）
☆小竹　淳子　　　　　　 （古布1箱）
☆高月　カヅエ　　　 （キューリ9.5㎏）
 新冠町社会福祉協議会へ

▼福祉事業に役立ててと
☆坂之上　律子　　　　  （古切手1袋）
☆平山　たま子　　　　　 （古布1箱）
☆匿　名　　　　　　　　 （古布1袋）
☆芽呂女性部　　　　　  （古切手1箱）

恵寿荘からのお願い
　ご家庭で不要になった古布があり
ましたら、恵寿荘に寄贈くださいま
すようお願い申し上げます。
　寄贈に関しての問い合わせ等は、
恵寿荘までご連絡ください。

　　　恵寿荘　緯0146・47・2355

纂審査

　原稿の掲載については、編集委

　員で協議の上決定します。（必

　要に応じて文章の加筆、訂正を

　することもありますので、了承

　ください）

纂その他

　発行予定 （平成24年12月）

　作品に関するお問い合わせ先

　新冠町字高江　大下 謙二

　　　　　　緯0146・47・3052

新規学校卒業予定者を対象
とする求人申込について
　ハローワークでは、平成25年

3月新規高等学校卒業予定者に係

る求人の受付を6月20日から開

始いたしました。

　今年度も就職希望者の多くが地

元での就職を希望しています。

　厳しい経済・雇用情勢が続いて

おりますが、一人でも多くの若者

が地元に就職し、地域経済・社会

の活性化が図られますよう、早期

に採用計画を決定いただき、求人

の申し込みをお願いいたします。

●お申し込み・お問い合わせ先

　ハローワークしずない

緯0146・42・1734

　ハローワークうらかわ

　緯0146・22・3036

消防団員の募集
　消防団は、市町村の消防機関の

一つで、消防団員は普段は別の仕

事を持っている非常勤特別職の地

方公務員です。

　平成24年7月1日現在、町内

で131人 （うち女性消防団員16

人）の消防団員が活躍しています。

　消防団は、火災や災害発生時の

消火活動だけではなく、平常時も

地域のために色々な活動をしてい

ます。

　消防団員には、年額報酬や災害

活動又は訓練に出動した時に出勤

手当などが支給されます。

　また、その他の主な待遇には、

公務災害補償、退職報償金や被服

の貸与、表彰制度があります。

　消防団には、会社員、ＯＬや自

営業者、主婦など、様々な人が集

まって地域の防災のために従事し

ています。

　あなたも是非、消防団に入団し

てみませんか？

　詳しくは、新冠支署までお問い

合わせください。

●お問い合わせ先

　日高中部消防組合消防署新冠支署

緯0146・47・2666

屋外広告物のルール
をご存じですか
ルールを守って美しい広告景観を

　北海道では、良好な景観の形成

と風致の維持、人への危害を防止

することを目的として、屋外広告

物についてルールを定めています。

　10愛以下の自家用看板以外は、

原則として許可が必要です。

　また、掲出する場所によっても

許可条件が異なります。

　日高のすばらしい景観を守るた

めにもルールを守りましょう！

●お問い合わせ先

　日高振興局建設指導課

　　緯0146・22・9291
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戦没者遺児の皆さんへ
　日本遺族会では、「戦没者遺児

による慰霊友好親善事業」の参加

者を募集しています。

　この事業は、先の大戦で父等を

亡くした戦没者の遺児を対象とし

て、父等の戦没した旧戦域を訪れ、

慰霊追悼を行うとともに、同地域

の住民と友好親善をはかることを

目的としてます。

▼参加料　9万円

▼参加資格

　①戦没者の遺児。

　②今回実施する地域以外での戦

　　没者遺児は、参加できません。

●お申し込み・お問い合わせ先

　〒070-0901

　旭川市花咲町1丁目2316番地1

　北海道連合遺族会

　緯0166・51・1040

自衛官募集 ！
　次のとおり自衛官を募集します。

▼募集種目

産一般曹候補生

　18歳以上27歳未満の者

産自衛官候補生 （男子・女子）

　18歳以上27歳未満の者

産航空学生

　高卒 （見込含）21歳未満の者

産その他

　看護学生や防衛大学校生などの

　コースも募集しています。

▼受付期間

産一般曹候補生・自衛官候補生（女

子）・航空学生

　8月1日～9月7日

産自衛官候補生 （男子）

　通年

●お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部  静内地域事務所 

緯0146・44・2855

知っていますか？
建退共制度
　建退共制度は、中小企業退職金

共済法に基づき建設現場労働者の

福祉の増進と建設業を営む中小企

業の振興を目的として設立された

退職金制度です。

　この制度は、事業主の方々が、

労働者の働いた日数に応じて掛金

となる共済証紙を共済手帳に貼り、

その労働者が建設業界で働くこと

をやめたときに建退共から退職金

を支払うという、業界全体での退

職金制度です。

　加入できる事業主：建設業を営む方

　対象となる方：建設業の現場で働く人

　掛金：日額310円

▼特　徴

纂国の制度なので安全、確実、申

　し込み手続は簡単です。

纂経営事項審査で加点評価の対象

　となります。

纂掛金の一部を国が助成します。

纂掛金は事業主負担となりますが、

　法人は損金、個人では必要経費

　として扱われ、税法上全額非課

　税となります。

纂事業主が変わっても退職金は企

　業間を通算して計算されます。

●お問い合わせ先

　独立行政法人　勤労者退職金共済機構

　建設業退職金共済事業本部　事業推進室

緯03・6731・2866

新冠町の総合文芸誌

「文芸にいかっぷ」

の原稿募集
　新冠町の総合文芸誌「文芸 にい

かっぷ第30号」の作品を次のとお

り募集いたしますので、ふるって

応募ください。

纂作品種別

　創作、評論、随筆、紀行文、詩、

　短歌、俳句及び川柳で、自作未

　発表の作品のこと （写真掲載は

　2枚以内）

纂応募資格

　新冠町民又はかつて新冠町に居

　住していた方

纂投稿規定

　産原稿用紙は、所定のもの （25

　　字12行）を準備しています。

　産題名、氏名を明記のこと。

　　（ペンネーム可）

纂応募方法

　産作品の提出期限は、9月30日

　　とします。

　産期限後の提出については、次

　　号掲載とします。

　産1人1作品

　　（ジャンル別投稿可）　

　産作品届け先　

　　レ・コード館図書プラザ

纂特典

　寄稿者には、本誌を一部差し上

　げます。
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町勢要覧・資料編 2012

無料で配布しています ！

　町勢要覧・資料編とは、町の

統計データなどをまとめた冊子

のことで、人口の推移や町の財

政状況など様々なデータが掲載

されています。

　希望する方は、総務企画課ま

ちづくりグループ窓口までお越

しください。

●問い合わせ先

　総務企画課まちづくりグループ緯0146・47・2498

平成23年度 「広報にいかっぷ」

バックナンバーのお知らせ

　平成23年度に発行した「広報にいかっぷ」の予備

を、希望者に無料で配布いたします。

　希望する方は、総務企画課まちづくりグループ窓

口までお越しください。

●問い合わせ先

　総務企画課まちづくりグループ緯0146・47・2498

～役場からのお知らせ～
niikappu  town  office  information

水道水放射能検査の結果

　新冠町では、安全で良質な水道水の供給を行うた

めに、水質検査を実施しております。

　平成24年6月に、町内全ての浄水場で作られてい

る飲用水に対して、放射能検査を実施いたしました。

　検査結果については、放射性ヨウ素・放射性セシウ

ムとも検出されていません。

【放射能検査項目】

・放射性ヨウ素　  (ヨウ素-131)

・放射性セシウム  (セシウム-134)・(セシウム-137)

●問い合わせ先

　建設水道課建設・水道グループ緯0146・47・2519

12・1月号 2月号 3月号

8月号 9月号 10月号 11月号

4月号 5月号 6月号 7月号

町 長 部町　長　部　局局

前  職氏　名発令内容課　　名

教育委員会管理課管理グループ主事長濱　叔子町民生活グループ主事町 民 生 活 課

税務グループ副主幹丸本　明志税務グループ総括主幹財 務 課

総務企画課総務グループ総括主幹島田　和義農政グループ総括主幹産 業 課

教育委員会部教育委員会部局局

前  職氏　名発令内容課　　名

社会教育課生涯学習グループ主任畠山　綾文管理グループ主任管 理 課

農業委員会部農業委員会部局局

前  職氏　名発令内容

事務局次長  併任  産業課農政グループ総括主幹長谷川　誠事務局次長

職 員 派職　員　派　遣遣

前  職氏　名発令内容

財務課税務グループ総括主幹原田　和人新冠町商工会派遣 （産業課付　課長）

財務課税務グループ主査八木　真樹宮城県山元町派遣 （東日本大震災に伴う職員派遣）

職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ののののののののののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ききききききききききききききききききききききききき
　7月1日付で職員の人事異動がありましたので

お知らせします。
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　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯0146・45・7777

今月の一冊

ニッポンのタワー

出版：朝日新聞出版

豊科 穂　監修

　

　1度は上ってみたい人気のタ

ワーベスト10をはじめ、眺望

自慢、個性派建築、ガラス張り、

働くタワーなど、ニッポンの展

望タワー70をわかりやすく紹

介しています。

　わが町の優駿の塔も載って

います ！

「新着ガイド」
日本人こそ知っておくべき世界を号泣させた日本人 　　　  黄　文雄

北海道子連れにぴったりのおすすめキャンプ場ガイド 

北海道の歩き方2013

どろんこ遊び水遊びプール遊び180　　　　　　　 竹井　史

びっくり！おもしろ砂遊び　　　　　　　　　　 立花　愛子

大人の気くばり＆マナー950　　　　　　　　　 岩下　宣子

はじめての人のためのＴｗ ｉｔｔｅｒ入門　　 ノマディック

編んで、縫ってベビーのための服と小物　　　　  中西　和恵

21時から作るごはん　　　　　　　　　　　　　行正　り香

山形ガールズ農場 ！　　　　　　　　　　　　　　　 菜穂子

ポイントカード超整理術　　　　　　　　　　　 桜井　雅英

プロ野球審判ジャッジの舞台裏　　　　　　　　 山崎　夏生

パーフェクト種牡馬辞典2012-2013　　競馬道ＯｎＬｉｎｅ編集部

かすてぃら　　　　　　　　　　　　　　　　 さだ　まさし

田中慎弥の掌劇場　　　　　　　　　　　　　　 田中　慎弥

アンパンマンとバナナダンス　　　　　　　 やなせ　たかし

●図書プラザイベントカレンダー

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 7月分 》
10：10～10：30　　　　 朝日小学校

11：00～11：20　　　　 おうるの郷

10：45～11：00　　　　 太陽郵便局

15：30～15：50 　　　にこにこクラブ （児童館）

16：00～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ

16：35～16：50　　　 　あいあい荘

 　19日

 27日

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 あかちゃん絵本の

　　　　読み聞かせ

 7月24日峨
　　10：30～

 びっくり箱の

　　　おはなし会

 7月28日臥
　　13：30～

おひさまテラス、開放中です ！
　図書プラザの中庭おひさまテラスを天気の良い日

に開放しています。テラスでは現在、花のほかに野

菜も育てており、成長過程も楽しめるようになって

います。また、８つの鉢植えにはそれぞれ愛称をつけ

てみました ！

　お越しの際には是非お気に入りを見つけて、名前

を呼んであげてくだ

さい。

開放期間：９月末日

（天気の良い日のみ）

美術書を読んでみませんか？
　図書プラザでは、５種類の美術書のシリーズを

揃えました ！是非お手にとってみてください ！

● 「イメージの森の中へ」シリーズ　

　　文字が大きく、物語を読むよう引き込まれます。

● 「アート・ライブラリー」シリーズ(西村書店)、

「岩波アート・ライブラリー」シリーズ

　　1つ1つの絵画が詳しい解説とともに載って

　おり、あわせて画家の生涯にも迫ります。

● 「おはなし名画」シリーズ　

　　児童向けです。絵本のように読み進められます。

● 「ニュー・ベーシック・ジャンル」シリーズ　

　　絵画の流派や画家のグループごとに１冊ずつ

　まとめられています。



小竹町長の動静&まちのできごと

6月　  　●は町長出席

キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、海洋性スポーツを主に活動する 「Ｂ＆Ｇ新冠町海洋クラブ」を紹介します今月号は、海洋性スポーツを主に活動する 「Ｂ＆Ｇ新冠町海洋クラブ」を紹介します。。

【プロフィール】

　新冠町海洋クラブは、Ｂ＆Ｇ財団（ブルーシー・

アンド・グリーンランド財団）の「青い海」と「緑の

大地」を活動の場として、次代を担う子ども達の育

成と、地域住民の健康づくり活動の支援を目的と

した設立趣旨に賛同し、昭和５５年に設立しました。

　海洋性及び陸上のスポーツ・レクリエーション

の実践活動を通じて、クラブ員の豊かな人間形成

と体力向上を図るとともに、海事に関する理解を

深め、クラブ員相互の親睦を図ることを目的とし

ています。

　昭和５５年に設立して以来、少年会員を対象とし

たカヌー教室のほか、一般町民を対象とした「川下

り」や「手作りカナディアンカヌー作り」を実施し、

海洋性スポーツの楽しさを広めてきました。

　また、リーダー養成を図ることを目的に、海外体

験航海や少年の船にも積極的に参加してきました。

　昭和５７年からは、各種カヌー大会に出場するよ

うになり、平成元年には、当クラブの会員が、北海

道で開催された「はまなす国体」に出場し、優勝を

飾るなど、大きな成果を納めております。

　近年では、カヌーを身近に体験してもらうため

の、カヌー一般開放を実施しております。

【活動内容】　

　通常練習：6月中旬～9月下旬

　　毎週水・金曜日（午後4時00分～5時30分）

　練習場所：新冠町海洋クラブ艇庫前（新冠川）

【募集内容】

　カヌーに乗ったことのない人、乗るのがこわい

人、指導者がやさしく親切に指導しますので心配

いりません。

　新冠町海洋クラブには現在5名の少年会員が所

属しております。小学校3年生以上から会員にな

れるほか、親子で楽しめる準会員制度もあります

ので、是非加入してみませんか。

　詳しくはＢ＆Ｇ新冠町海洋クラブ事務局（町民

センター内 緯４７・２９２２）に問い合わせください。
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　人　口　5,760人 （前月比　－　1人）

　　男　　2,786人 （前月比　＋　3人）

　　女　　2,974人 （前月比　－　4人）

　世　帯　2,656世帯 （前月比　＋　3世帯）

　外国人登録者　54人

人の

うごき
（平成24年6月末現在）

●2日、新冠中学校第39回体育

祭●3日、花天然記念物北海道

犬北海道日高支部第42回展覧会

第43回獣猟競技会●4日、日高

中部消防組合消防団協力事業所

表示証交付式●8日、日高中部

衛生施設組合臨時会○8日、静

内地区暴力追放運動推進協議会

定期総会 （新ひだか町）●9日、

朝日小学校運動会●10日、日高

中部消防技能訓練大会 （三石支

署前）●12日、第2回定例会

○13日、静内地区防犯協会定期

総会●14日、70歳以上ひとり

暮らしふれあい会食会●18日、

庁内会議●25日、日高軽種馬振

興対策推進協議会総会、日高総

合開発期成会総会（浦河町）●26

日、日高中部消防組合第1回定

例会 （新ひだか町）●27日、新

冠町・日高南部森林管理署連絡

会議●28日、日高地区中学校体

育大会中部ブロック卓球大会


